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29 年度  終了した行事 29 年度  今後の行事予定
 ９月10日（日） 

■ 横浜市青少年指導員研修会（緑公会堂）
 ９月30日（土）

■ 第21回 戸塚っ子いきいきアートフェスティバル（戸塚公会堂）
区内小中高生による合唱・吹奏楽・ダンスなどの合同発表会（共催）

 11月3日（金・祝）
■ 第41回 戸塚ふれあい区民まつりで活動アピール（東戸塚小学校）
工作教室や模擬店出店

 11月12日（日） 
■ 神奈川県青少年指導員大会（川崎市）

 11月26日（日） 
■ 青少年防災対応力強化研修（横浜市消防訓練センター）
中高生の防災対応力強化を目的に、心肺蘇生等を実習

 12月10日（日）～12月15日（金）
■ 12/10 児童文化作品展 ～子どもたちが作った作品を紹介展示～
　（戸塚地区センター）
■ 12/11 ～15 児童文化作品展及び戸塚区青少年指導員の活動

紹介パネル展 （戸塚区総合庁舎３階区民広間）
 1月13日（土）～ 1月14日（日）

■ 第22回 戸塚っ子いきいきアートフェスティバル（戸塚公会堂）
区内小中高生による合唱・吹奏楽・ダンスなどの合同発表会（共催）

■ 第11回 戸塚っ子いきいきアートフェスティバル作品展
　（戸塚区総合庁舎３階多目的スペース）

 2月17日（土） 
■ 横浜市青少年指導員大会（神奈川県立音楽堂）

5月21日（日）
■ 第17回 チャレンジフェスティバル（戸塚小学校）
　19種類の競技に、約500名が参加！（共催）

6月11日（日）
■ 戸塚区青少年指導員新人研修（戸塚区役所）
　青少年指導員の基礎知識について学んだ。
■ 戸塚区青少年指導員全体研修（戸塚区役所）
青少年指導員を対象に子ども向けの工作と接し方を学ぶ研修
を実施。

7月8日(土)
■ 青少年の健全育成を進める県民大会（小田原市）
「青少年の健やかな成長を支える地域社会づくり」。戸塚区の
参加者6名。

7月22日(土) 
■ 横浜市一斉夜間パトロール
青少年指導員が繁華街、公園などを中心に巡回夜間パトロー
ルを実施。戸塚区では延べ132人が参加。

7月～ 8月 
■ 社会環境実態調査
インターネットカフェ・まんが喫茶、古書店、ゲームソフト取
扱店などの店舗調査を実施。有害図書類の区分陳列、18歳未
満深夜入場制限表示、客席・喫煙飲酒状況等を確認し、青少
年保護育成条例の遵守状況を調査、報告。

　子どもには、「もし自分がいじめや嫌がらせを受けていたら伝えて欲しい」、「もし
誰かがいじめを受けているのを知っていたら教えて欲しい」、と思いませんか。その
ためには、子どもたちが親や周りの大人たちに信頼感を持っていることが必要です。
いじめや嫌がらせは、残念ながらなくすことは難しいかも知れませんが、長期間に

わたる継続的、致命的ないじめは、親や大人たちへの信頼感があれば食い止めることができるはずです。
　子どもたちは黙っていても親や大人たちの言動を観察しています。信頼関係を構築するには、常日頃からの子
どもたちとの関わり方にポイントがあります。

『子どもから信頼されていますか？』

　親は子どもの将来を思い、いろい
ろな経験を通じて生きていくための
知恵を授けようと努力します。こうし
て欲しい、こうあるべきだという親の
気持ちや考え方を、頭ごなしに伝え
るのではなく、その理由もきちんと
話しましょう。子どもは話の内容から
だけでなく、自分の意思を持ち、それ
を伝える意思表示の大切さも親から
学びます。

　親と子どもは多くの場合 20 歳以上
の年の差があります。物事の移り変わ
りが激しい現代、親と子どもの育って
きた環境は大きく異なります。親にと
っては当たり前でも、子どもにとって
は理解できない事柄も多々あるでしょ
う。「親の論理」を伝えるだけでなく、
それに対する子どもの気持ちや反論を
しっかりと聴きましょう。子どもは聴い
てもらえることが、気持ちを和らげスト
レス発散に繋がることを学びます。

　お互いの気持ちや考え方に相違が
あれば「どうすれば良いか」を一緒に
考えましょう。親にとっては思いもよ
らぬ子どもの気持ちや考え方を知
り、相互理解に繋がるとともに、新し
い発想が生まれることもよくありま
す。子どもは一人で悩むのではなく、
他者と協力して物事を解決する姿勢
を学びます。

　先に子どもから親に気持ちを伝えてきた場合には、②→①→③となります。もちろん、これらのプロセスを踏
んだとしても、いやいや親に従うケース、反抗するケースも出てくるでしょう。子どもはある程度ストレスを感じる
でしょうが、自分の気持ちを聴いてもらえたことでストレスを必要以上に増大させることなく、ストレス耐性を形
成することに繋がります。

　大人の世界では、「長いものには巻かれろ」、「触らぬ神に祟りなし」といった姿勢を生きる知恵として得る場合
もあります。しかし、それは育ってきた環境の中での対話等を通して、人を信じることや愛する気持ち、ストレス
をうまく処理する耐性を身に付けたからこそ飲み込める不合理や不条理です。子どもに伝えるべきものではあり
ません。今でも勧善懲悪もののドラマやアニメが子どもたちに人気なのは、本能としてそれが心地良いことを知っ
ているからです。親や大人が「こうあるべき」という理想像や「不正を許さない」という正義感を日頃の関わりを
通じて伝え、一緒に考えましょう。そのためには、親や大人が理想像や正義感を見失わずにしっかりと持ってい
る必要がありますね。

「親の論理を伝える」

関わり方のポイント 1
「子どもの論理を聴く」

関わり方のポイント 2
「一緒に考える」

関わり方のポイント 3

 「第６回 東戸塚ハロウィーンパーティ」
　日 時　2017 年 10 月 28 日土～29 日日　場 所　東戸塚駅周辺商業施設
　内 容　参加店舗へのスタンプラリー　
　主催・お問合せ　東戸塚絆の会ハロウィーンイベント実行委員会　TEL 080-5198-3806　

 「TOTSUKA　HAPPY　HALLOWEEN　2017」
　日 時　2017 年 10 月 28 日土～29 日日　場 所　トツカーナモールほか戸塚駅周辺商業施設
　内 容　戸塚駅周辺のトツカーナモール、東急プラザ戸塚、サクラス戸塚、戸塚パルソ、戸塚モディによるハロウィンイベント
　主催・お問合せ　トツカーナ管理センター（電話 045－865－3500）

 「ハロウィン遊山箱スタンプラリー」
　日 時　2017 年 10 月 21 日土 10:00 ～15:00　場 所　戸塚駅周辺商店街及び施設
　スタート　（受付 10 時）：戸塚区総合庁舎３階区民広間または YMCA　ゴール　（15 時まで）：戸塚駅東口ペデストリ
　アンデッキ（雨天：地下 1 階コンコース）
　主 催　とつか宿駅前商店会、戸塚東口商店会　協 力　戸塚区役所、資源循環局戸塚事務所、戸塚区民まつり実行委員会
　遊山箱キット販売店、問合せ　ぷちらぱん：045-866-0310
 ㈲山形屋洋品店：045-881-0058　
 ㈲のぼる：045-864-6954
 Slow Beauty ぷれじ～る：045-864-9496
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救命救急1

心臓マッサージの仕方、
AEDの使い方を知ろう!!

 ガレキからの救出2

下敷きになって
いる人を救出 !!

給　水3

給水栓から
飲み水を確保 !!

簡易トイレ・トイレパック5

トイレを使える
ようにしよう !!

青少年防災対応力強化研修
水缶、ペットボトル
簡易食料（ゼリー飲料等）
皿、コップ（紙、プラスチック）
帽子、ヘルメット
トイレパック（携帯トイレ）
洗面用具、タオル
ティッシュ、ウエットティッシュ、マスク
常備薬（おくすり手帳）
携帯ラジオ（予備電池含む）
懐中電灯（予備電池含む）
携帯電話充電器
軍手
スーパーのレジ袋
筆記用具、メモ帳
現金（小銭も）
身分証明書
各家庭、各人で必要なもの
　例）入れ歯、乳幼児のおもちゃ

品　　　　　名チェック
欄

常備したい防災グッズ11月26日●日 
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など、もしもの時、災害 です!!中高生の力地域を守るのは

※研修内容は変更する場合があります。

放水訓練6

火が出たら
すぐに消火 !!

ゲーム7

炊き出し4

ビニール袋で
お米を炊こう !!

クイズ形式で防災に
関する知識を確認 !!

サバイバル力を

　　　　付けよう!!サバイバル力を

　　　　付けよう!!サバイバル力を

　　　　付けよう!!

はしご車乗車体験 !!

開催 

平成29年11月26日（日）
８：45～14：00 ☂雨天決行

横浜市消防訓練センター
（戸塚区深谷町777番地）

開催場所

申込対象

開催日時

60人定　　員

10月27日（金） ※応募多数の場合、抽選締　　切

戸塚区役所地域振興課
TEL 045-866-8415

問合せ先

申込方法

区内在住在学の中高生

各学校に配布の申し込み用紙に記入

するよ!!

　大地震や災害が発生した場合、特に平日の昼間においては、地域に在学する中高生の若い世代の力が重要になります。
　いざという時の知識の習得とともに、地域の “絆” を大切にし、各地区の青少年指導員（青指）との結びつきを深めることも
この研修のねらいです。

　大地震や災害が発生した場合、特に平日の昼間においては、地域に在学する中高生の若い世代の力が重要になります。
　いざという時の知識の習得とともに、地域の “絆” を大切にし、各地区の青少年指導員（青指）との結びつきを深めることも
この研修のねらいです。


